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Miyagi 9,456 2,149 73,261 79,502
Iwate 4,656 1,692 20,199 4,483




15,781 4,086 115,151 161,889
Tsunami debris 23Mil ton (54% reomoved, 3 years to complete)
Temporary housing 49,124(94% of dememand, 84% settled)










者が１万 5,781 名、不明者が 4,086 名、約二十数
万戸の建物が破壊され、さらには津波により破壊
されたがれきが 2,300 万トン。この当時、国家予






















































































































































































































































































































































図 6 震災後の避難民の流れ 
 







































で 3 万戸を予定しており、本当は 2016 年中に全
─ 56 ─


















































図 7 被災 3 県の「孤独死」の累積数 
 
［出典］2017 年 3 月 4 日河北新報 
 
図 8 被災 3 県の「孤独死」の推移 
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仮設住宅の孤独死者数
（折れ線グラフ）
























































































































































































































































































図 16 卸町コミュニティープラザでの 
コンサートの様子 
 
［出典］ ©本江正茂(東北大学)   
 
これはミニコンサートをやっている様子です
かね。そんなふうにしながら、コミュニティを少
しずつ、ここに住む被災者の人たちに戻してあげ
て、新たな地域の関わりが生み出せればと考えて
います。 
最近、多くの災害が世界中を襲っています。ハ
イチ、2011 年はカンタベリー、そして同じよう
に東日本大震災、2012 年はハリケーン・サンデ
ィ、世界中で大きな災害が増えています。災害が
増えたのは温暖化が原因だという話になってい
ますが、それよりも、もしかしたら我々がより災
害に近付いていったからではないか、より災害が
起きやすい状況に住むようになったから、災害が
増えたのではないかと考えています。  この「よ
り災害に近い所に身を置いている我々の状況」は、
車とかインターネットとか、いろいろなテクノロ
ジーをこの世からなくすことはできないように、
もう反転することはできないのだと思います。 
では、先ほどの巨大なコンクリートの壁を造り、
災害をなかったことにする、海や自然が存在して
いないようなスタンスを取るべきなのでしょう
か？ 私は、基本的にはもう一歩踏み出して、災
害を日常の中に取り込むこと。つまり災害が起き
ることは当たり前にありえること、我々が通常、
平和に暮らしているということだけではなく、そ
の平和がなくなってしまう状態もあり得るとい
うことを、いったん受け入れることではないかと。
そうすることにより、災害に対して正しく向き合
う態度ができるのではないかと思っています。 
我々が、日常暮らしていく中で感じているコミ
ュニティというものを大事に育てていくことに
より、 非常時には、我々を助けてくれる柔らか
なシェルターとして働いてくれる、コミュニティ
というキーワードが、こうしたレジリアント（し
なやかで復元性のある）な社会をつくっていくた
めの大事なキーになっていくのではないかと思
っています。 
以上でございます。どうも有難うございました。
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